
   えいようだより    
～ 行事食

ぎょうじしょく

 ～ 
日本
にほ ん

には一年
いちねん

を通
つう

じていろいろな行事
ぎょうじ

があり、そのときに食
た

べる食事
しょくじ

のことを行事食
ぎょうじしょく

と 

言
い

います。どんな行事食
ぎょうじしょく

があるか見
み

てみましょう。 

 

 

2019 年   摂津市教育委員会 

3月    摂津市学校給食会 

11 月    摂津市学校給食

会 

人
じん

日
じつ

（１月
がつ

） 七草
ななくさ

がゆ 

七日
しちにち

の朝
あさ

に七草
ななくさ

が入
はい

ったかゆを食
た

べて、 

１年間
ねんかん

、病気
びょうき

にかからないよう願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

です。 

≪春
はる

の七草
ななくさ

≫ 

節分
せつぶん

（２月
がつ

）恵方巻
えほうまき

・福豆
ふくまめ

 

えほうまき 恵方
えほ う

（縁起
えん ぎ

のよい方角
ほうがく

）を向
む

いて願
ねが

い事
ごと

をしながら丸
まる

かじりします。 

ふくまめ  豆
まめ

には魔除け
ま よ け

の力
ちから

があると言
い

われます。豆
まめ

をまくことで鬼
おに

が逃
に

げていくと信
しん

じ

られています。また自分
じぶ ん

の年
とし

の数
かず

だけ豆
まめ

を食
た

べると一年
いちねん

元気
げん き

に過
す

ごせると言
い

われています。 

端午
た ん ご

の節句
せ っ く

（５月
がつ

） 

かしわもち 

かしわの葉
は

は、秋
あき

にかれても春
はる

までなかな

か木
き

から落
お

ちないことから「家族
かぞ く

がずっと

続
つづ

いていきますように」という 

願
ねが

いがこめられています。 

十五夜
じゅうごや

（９月
がつ

） 

おつきみだんご 

十五夜
じゅうごや

にお月見
つき み

だんごの他
ほか

に、ススキや 

その時期
じ き

に収穫
しゅうかく

した農産物
のうさんぶつ

を供
そな

え豊
ほう

作
さく

 

を願
ねが

いました。お月見
つき み

団子
だん こ

の数
かず

は、１２個
こ

か１５個
こ

がいいと言
い

われています。 

 

 

冬至
と う じ

（１２月
がつ

） かぼちゃ 

 冬至
とう じ

は、一年
いちねん

で一番
いちばん

昼
ひる

の時間
じか ん

が短
みじか

い日
ひ

でその日
ひ

に栄養
えいよう

のある 

かぼちゃを食
た

べると風邪
か ぜ

をひかないと言
い

われ、昔
むかし

から受
う

け継
つ

いだ風習
ふうしゅう

です。 


